
2023年度千葉県代協第３回理事会議事録 

日時   2024年 1月 24日(水)  13：00～16：00 
場所   長沼原勤労市民プラザ 2階 多目的ホール 

＜出席理事＞(敬称略）24名 
小口泰伸、原幸司、五木田厚、今西英人、東正己、積田淳、秋元浩、中臺勝美、川
名敏弘、佐藤隆二、福原鋭司、石岡邦彦、森廣賢一、相川幸雄、新貝大輔、田原豊、
山田悦孝、筒井隆行、熱田隆道、横山一臣、清水武史、池辺晃司、石井清、伊藤綱
人、 

＜欠席理事＞（敬称略）4名 
倉富宗久、安藤康子、椎名義明、八木優 

＜出席監事＞ 栗田秀美  宅間稔      ＜欠席監事＞    

      

司 会：東専務理事 
議 長：小口会長 

議事録作成人：東専務理事 

◆日本創倫のご案内 

 日本創倫の風間利也氏から代理店の体制整備、社内教育や監査等の支援について説明
があった。 

＜議事＞  出席理事数の確認  

1. 会長挨拶  小口 泰伸 

明けましておめでとうございます。元旦から能登半島地震が起こり死者も 200名

を超える大惨事となってしまいました。いまだに道路は寸断され、断水した地域

もまだ多く残っています。被災した地域が復興するにはまだ相当な年数を必要と

するでしょう。今後 30 年以内に千葉県で震度 5 強の地震に見舞われる確率は

97.2％です。我々保険代理店は契約者が生活を再建する費用を手にすることが出

来るようにすることはもちろんですが、できる限り素早く保険金が支払われるよ

うするためにも被災者である私たちが事業を継続できているようにしておくこ

とも必要です。改めて BCPや事業継続力強化計画を見直し大規模災害に備えてい

ただきたいと思います。昨年は BM 問題、カルテル問題と保険業界を揺るがす大

事件が発覚しました。これまで培われてきたが契約者の保険への信頼が揺らぐ事

態となってしまいました。各保険会社に対する処分も近々言い渡されると思いま

す。我々代協会員はこれまで以上にコンプライアンスを遵守し、顧客本位の業務

運営を心掛けお客様の信頼を取り戻す行動をしなくてはいけません。代協会員と

しての誇りを持って活動をお願いします。本日の理事会も宜しくお願いします。  

 

 



2. 報告事項  

(1）会長報告  

・12月 8日に第 3回全国会長懇談会がありました。議題として各委員会について

と活力研について話し合いがあった。活力研には事前にテーマを決め大手 4社の

回答をもらう形です。議事録が日本代協ＨＰ会員専用にあるので読んでいただき

たい。分散会では「支部の活性化」について議論があった。全員参加を目指すた

めに支部長が電話かけまくって参加を促している代協もある。千葉では難しいの

で別の方法を考えた方がいいと思っている。その他に「若い人材を育てる」とい

うことについても議論があった。同じ人が長く支部長をしていると硬直化してし

まうので、常に新しい人材を入れていくことが大事。 

・1月 5日千葉日報社の賀詞交歓会に 5名参加してきました。 

・1 月 15 日に代理店事務所に損保ジャパンの重貞常務取締役が来社され Bm 問題

について謝罪があった。 

 
(2）委員会報告   
◆企画環境委員会（五木田委員長） 

11 月 24 日に委員会開催。ジギョケイ、社労士診断認証制度更新の話をした。 
次回は 3月 1日に開催予定。次年度の事業について話し合う予定。次年度はリ 
スクマネジメント講座の推進等の仕組みから話をしていく。 

◆教育委員会（積田委員長） 
 12月 11日に委員会を開催。コンサルティングコース、日本代協アカデミーに 
 ついて議論した。 
◆広報委員会（秋元委員長） 

1月 26日に委員会を開催予定。千葉日報社の広告掲載についてと千葉日報社 
を通じて広報の在り方について議論する予定。例えば代協活動の取材依頼をし 
ていく等も話をしていく 

◆組織委員会（原委員長） 
・1月 17日に日本代協アカデミーにご参加ありがとうございました。セミナー 
の動画の作成をしているので、完成したら YouTubeで流す予定。 

・11月 9日に委員会を開催。各支部の動きについての報告と未加入リストをも 
とに活発な情報交換がありリストの更新が出来た。 

・次回は 2月 1日に委員会を開催予定 
◆ＣＳＲ委員会（東委員長） 
・11月 6日に委員会を開催。ぼうさい探検隊については県代協として 6団体の 
提出結果となった（茂原 5、市原 1）。 

・10月から赤い羽根募金が開始（3月 31日終了） 
・次回は 3月 8日に委員会開催予定 
◆総務 
・現在の収支状況について説明があった。 

   ・千葉市の「エネルギー対策支援金」の申請が完了し 2月に 10万円が振り込ま 
れる予定。 
 
 



（3）支部報告   

◆安房支部（川名支部長） 

・支部役員会を 10月 26日、11月 20日に開催し、1月 25日にも開催予定 

・11月 9日房日新聞に広告掲載した。 

・11月 14日に研修会をよつば総合法律事務所にて開催。 

・12月 2日にボウリング大会と忘年会（各保険会社、一般会員も参加）を開催。 

・3月 10日の献血活動が 3月 20日に変更になる可能性がある。 

◆茂原支部（伊藤支部長） 

・11月 22日に支部役員会とボウリング大会と懇親会を開催。 

・1月 25日に支部役員会を開催予定。ぼうさい探検隊マップコンクール参加賞 

の配布についてと 2月 9日の鑑定人によるセミナー打ち合わせ。次期支部選出 

理事について話し合う予定。 

   ◆北総支部（石井支部長） 

・2月 9日に新年会を開催予定。 

   ◆市原支部（福原支部長） 

   ・11月 13日に支部役員会を開催。支部役員改選の件とお出かけ君セミナーにつ 

いて話し合った 

   ・11月 24日五井駅前で地震保険普及ＣＰを実施しその後忘年会を開催。 

   ・1月 26日にお出かけ君セミナーと新年会を開催予定。 

   ◆木更津支部（森廣支部長） 

   ・11月 9日に支部役員会開催。 

   ・11月 20日に木更津警察署犯罪被害者支援連絡協議会に出席。性犯罪について 

県警および病院院長、弁護士等と話し合った。 

   ・12月 10日ソフトテニス大会に協賛しており、参加者に地震保険普及ＣＰも実 

施した。 

   ・12月 8日忘年会を開催。 

   ・12月 18日木更津ライオンズクラブと共催で献血活動をした。 

   ・2月 16日新春セミナー開催し終了後懇親会を予定。 

「平素に考える災害への備えと対応」講師に元自衛官田中重伸氏 

   ◆京葉支部（新貝支部長） 

   ・12月 12日に支部役員会と忘年会を開催。 

   ・2月 2日に支部役員会と支部賀詞交歓会を開催予定。 

   ・損保ジャパンからの紹介で 1名入会があった。 

   ◆東葛支部（横山支部長） 

   ・12月 12日に支部役員会と忘年会を開催。 

   ・会員からの紹介で 1名入会があった。 



   ・2月 27日セミナーと新年会を開催予定。 

   ◆銚子支部（熱田支部長） 

   ・11月 14日支部役員会と懇親会（14名参加）を開催。 

   ・2月 13日支部役員会を開催予定。次年度の支部役員について話し合う。 

   ◆千葉支部（五木田支部長） 

   ・12月 15日に支部役員会と忘年会を開催。新春セミナーと新年会について話 

し合った。 

   ・2月 2日に新春セミナーと新年会を開催予定。現在 45名の申し込みあり。 

     

（4）事務局報告  

・事務局の武澤職員が 1月末をもって退職されることになった。理事にはメール 

にて挨拶があると思う。 

・金持職員はまだ半年くらいしか経っておらず、総会の資料作りについては早め 

の提出をお願いしたい。 

   ・新職員をリクルートに 2月募集をかけ、3月には稼働していきたい。 

   ・事務局の開局時間が 10:00～17:00ですが、ＨＰ上では 9:00～17:00になって 

いたので修正した。 

・事務局のＢＣＰ作成について武澤職員中心にやろうとしていたが 2月中にた 

たき台を作る予定 

   ・能登半島地震で被災された代協会員（石川、福井、新潟、富山）へ義援金を 

送ることになった。各都道府県代協で集め、集めた義援金を日本代協に送り、 

日本代協から渡してもらう。義援金箱を会議室後方に置いておくので協力お願 

いします。 

 

3.協議・審議事項 

（1）前回議事録（2023年度第２回理事会）承認の件（資料 1） 

   賛成多数で承認された 

 

   (2) 三冠王について（資料 2） 

◆仲間づくり（原委員長） 

・昨年同様 2，3月新規入会ＣＰの提案があった→賛成多数で承認された 

・北総支部は 1店稼働できるように働きかけたい。ロータスクラブに代賠の話を 

したら知らないということが分かった 

   ・茂原支部は申込書の準備は出来ているが印をまだもらえていないところがある。 

   ◆コンサルティングコース受講者募集について（積田委員長） 

・目標 22名に対し現在 11名の受講申し込みと芳しくない。理事の代理店内にい 

る募集人で受けさせようとしている人がいれば教えてほしい。 

   ・新入社員を保険会社に出向させているが受講できるのか？（新貝支部長）→募 

集人であれば社員でも代理店でも受講することは出来る。不明なことがあれば 



コンタクトセンターに確認してほしい（０３－６２０４－９８４０） 

   ・締め切りは 2月 9日までとなっている。 

   ・全国の保険募集人は約 150万人に対しトータルプランナー資格保有者は約 1万 

しかおらず 1％にも満たない。 

◆その他重要取り組み項目 

 ①日本代協アカデミー（積田委員長） 

 ・日本代協アカデミーの内容についてＱＲコードをスマホで読み取り説明が 

あった。コンテンツの一部を紹介した。また受講記録も残るので社内の教育 

管理もできるようになっている（監査対応にも可）。 

    ・1月 17日の日本代協アカデミーセミナーがあったが、代協会員でないと受 

けられないシステムであり仲間づくりに繋げていきたい。 

    ②ジギョケイ、ＢＣＰ作成、社労士診断認証制度（五木田委員長） 

     ジギョケイは目標７１に対し６０。ＢＣＰは目標 106に対し６７。社労士診 

断認証制度は目標 35に対し 23となっている。震災時に 1日も早く事業を再 

開する使命もあり、代理店の価値向上策としても取り組んでいただきたい。 

三井住友海上あいおい生命が協力してくれるので活用してほしい。 

 

(3) 赤い羽根募金先選定（資料 3） 

  12月 7日のＣＳＲ委員会で募金先を 5番つながり支援と 6番の被災者、被災地 

支援が良いという結論となった→賛成多数で承認された。 

 

(4) 2024年度通常総会記念セミナーについて 

  12月 6日の支部長三役会議でも話をしたが、政治連盟についての認識が薄いと 

思われるので、政治連盟の活動内容、意義、主旨等の講義を 1時間ほど行って 

もらい、もう 1時間を別のセミナーをする 2部構成と考えている。 

＜案＞ 

・防災関係 

・芸人等楽しいもの 

・政連のみの 1部でいい 

・公的保険セミナー 

＜質問、意見＞ 

・政連のどのような話でしょうか？（伊藤）→政連の説明。 

・パーティー券等の問題がある中でこのテーマはどうかと思う。（伊藤） 

・政連に対するクレーム等が出ると思う。（田原） 

・政連の意義を伝えることは良いと思うが、総会の記念セミナーとしてはどう 

かと思う。そもそも総会セミナーで意義を伝えて良いのだろうか？5月の話 

なのでこの話ありきではないと思う。（伊藤） 

    ・代協の総会でお笑いを見たい人はいないと思う。（田原） 

    ・これはパンドラの箱を開ける事であり、質疑応答や不満が沢山出ると思う。 

（筒井） 

    ・政連のセミナーに人は集まらないと思う。帰る人もいると思う。（田原） 

    ・政連はセミナーではなく説明会でも良いと思う。（筒井） 

    ・総会と政連の話は分けなければならない。微妙な話になる事があるので気を 

付けなければならない。（栗田） 

    ・政治という言葉が出てくると文句言いたくなるので他のセミナーをやった方 

がいいと思う。（石岡） 



    ・一度三役に戻して再度提案してもらうのはどうか？（川名） 

    ＜結論＞ 

    再度見直しし提案することになった。提案は次回の理事会では間に合わなくな 

るためメールにて提案することとなった。 

 

  (5) 2024年度コンベンションＰＴ選出について 

    昨年は最首氏（茂原）と武田氏（北総）でした。今は武田（北総）ともう 1名 

を決めなければならない。 

＜意見＞ 

・明日役員会で支部選出理事を選出するので、決まってから理事にならなかっ 

た人で次期理事候補にあたる人をＰＴに推薦したいと考えている。他支部で 

いないようであれば人選することもできなくはない（伊藤） 

    ＜結論＞ 

         2月 20日までに候補者がいるかいないか事務局にメールにて回答する。いる 

場合は候補者名を伝えてもらうことになった  

 

  （6）ロードサービストラブル注意喚起ポスターについて 

     日本損保協会作成のポスターを 100部頼み、各支部に割り振って配布しよう 

     と考えている。 

 

監事講評（宅間監事） 

 皆さんお疲れ様でした。前半の委員長からの意見は参考になった。改めてコンサ 

ルティングコースや日本代協アカデミーの話は改めて認識した。しかし、この情 

報が末端の会員まで伝わっているのかということを感じた。いろいろな会員に聞 

いてもこういう話は知らないという人がほとんどだと思う。前回理事会の栗田監 

事の感想を聞いても同じように理事会の内容を会員にも伝える手段、どのように 

して伝えるのか？アカデミーを会員が知らなければ代協活動もなかなか活性化し 

ないかなと感じた。支部の活性化も含め支部の会員に情報を伝えるということは 

非常に重要なことだと感じた。 

以上 

 

 

(次回理事会) 2024年 4月 17日(水) 午後 1時～  於 長沼原勤労市民プラザ 


